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B－31   衣服着用時の縫目応力公 布( 第i 報 ）

-一 応力分布の鼎定造とモデル実験 一

松山果雲短又 ○宮内秀和 高山月目子 松 瀬千代 子 那須野B駄:

目的 喪服着m 動ｲ軒時の縫｡目部分に生ずる動的な応力変化■£到 定し，被 服構成の詰条件

包力奪的な見血から捨討 することを目的としTz.。まず, 本報では, 衣服の各縫目に缶万る

応力の翠嵐去を確 立し，さらに実際 の恙用就丿謄の複丿雑な随現象を王里解するVこめに動作時 に

加 わる種Ｑの力-£想定し翫モデjレ実験^ 行ない, 布各部に生ずるitiB!)だ力T）基本的 性鳴乞

調 べr乙。
方危 μ 力Jgi定 にはバ洋 灯料としてゲプJレクト 了^ 剥用し ，半尊体 ひずみサージを貼

付した感足部を縫糸O ）代 りに縫目部分に瓦む付け，応力変化に伴うゲージの抵抗変化をザリ

ッジ回路で電気う グ勺 レに変換して増幅 し ，オうロス⊃一つ･でm 察しながら同時にヂジタ

Jレメモリに読 み猛みレコーダーに書き出した 。まぢ 破測定着と才シロ管面とをTR で録

画・再 生し ，動 作過程とシゲナJレ変ｲことの対だ裂得Tヒ。‐ 方, モデル喫験 では, 引弓支叙験:

機 に試作し丁乙種 々の付属品（ 円筒状ガデーなとじ）を取付け ，定数重･  定仲長の均一条件で

布 に外力-£カロ之丁ご時 に生ずる布の各部 の応力-E ，乙入ずみゲージで珊|定｡し箆。

結果 本方濤によリ着用動ｲ乍時のー尭の動 きに対 する縫 目応力の動 的変化忽明瞭にとら

之ることだ出来Tこ. これらの結果については　 発2 冠（ 邪服 ）, 第3^ （ 吽月B.^1こてmm

に報 告する。－お, モデJレ剪験 から，ガヅーに巻きｲ寸けた布 こ外力ｔ 加之変形さ乞町場 亀

布の各部 にこ生ずる動的な応力変忙は, 布素材の力邨的恰 ぽ（引張 り ）･ ゆとり量 の丸八・

布 のすベ リ（ 下着との闇係 ）・ガデー形幄・変形走度なとごの鵬 条伜こよ リ木目騨びみられ，

繰逗し変形を行っ丁ヒ場台の鮭力縁和なとヽについて基本的性質をとら之ることができ箆。

B－32  哀吸看剤

一一和服兼用時の縫目応力分華--- 一

肱よ嘩 曹り 八　 菰野ハ,ﾚ抗 体@ 夫折　 ○当別爽蚤　 取水汁氏参

目的　 呑着を着業 した湯合 ，特に下半身にゐ'口Z  は群体 との聞然 が丿rr  <、，恥 作によっ

Z,    縫目o)ま:榔まre iJ址 抑 刀九i 起^ ことよよ<  抑うれてぃ 気 賃縫男,の達眼元4いこフい

はこ虻まで･来f く辺材 包がなこガマいるダフ知 どもは勿作町 こか建回に加 わφ力を数量幻

に犯誘 い 冷 俊根服講義に:役礼てろこと£ 回的 として各鏝目に加力る刀の廟^ り 糾 ≒

す恬 袱験孝は擦多体ダ ダ･女手をゑ び，吏験友はいと丸要素とし-z, 莉粁ぼり特岡禾拷

応傑も前 心
芝時には利息箇作詞琥 回を解き, 貪 リフ'でr‘ とT″刎 着何巾X 巾がre着岡丿疹 必下希 否フ･す，

萌え ゴい'  - 芝蚕岬?･■善巾 了い 斜 ≒% 用証験刀募乖靫作はの両X- 眼前募外すボ平史胤

ぶ)匈太腿希希-ﾆあ ぶ前屈，＠正座, ⑤椅子に胆をガイ ドOf 行，⑦陽段の昇降%  とレ

re。刎芝績然ば，f 娩 聡 脇琥 乳 柏付緩回にフい-z竿リド 方油t 同孫I' ツずみダーダ

にド ノ縫目丿澱づ を窮昿し‰n あ`鉾ぬさ(7) '･タに■r る応力のt  'iいこつ1  ) て右狸 討し乙
飴果　 動作タか凌対 にゐ･丿て, 縫目初テゴヒに物眠冷う知 禾亙埓≒ 特にカダ'io加 几

詐子づ, 宵縫目iに 享恥動作色 ⑤の腸今，予弩£リ脈所蜂 より釣庁匹 下川^  ぼ（ 希七多

へ 妁一髪 の方ダ狸九 てい乙 脳達目に払 マヽば，で縫回 訓引ず署しI)力丿 加九 心 ヽ

rﾋこい 了子振斤で函7  仁,   拓 付珍目に閔しフコt, 希秘吋 ヵ留の八郷にや-- f く賜められ乙

善くr 氷 刀超ﾘ ふぃ寥が匹も 篇 代しし靫昨 幻い にft，て，ヵの加^ﾌ1  ぢ に貳 十が見シ

れ≒ ずre和胆黄哨四煥争け彦か対称 で丿 いごお(S ,   ⑩の靭作にあい こ嗚縫出りﾛ わろ でﾌ

[て彦石 介兼丿 必るこk  がやっ 祗。




